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■新型コロナウイルス感染症対応（専決処分） 
□地域外来・検査センター運営事業補助金 

1100万円 

□感染症患者搬送車両購入費 420万円 

廿日市市内にドライブスルー方式でPCR検査ができ

る検査センター（場所は非公表）を設置。8月22日か

ら、水・木・土曜日の週3日開設。検査を受けるには、

かかりつけ医に相談のうえ、保健所の指示が必要です。 
 

■新型コロナウイルス感染症対応 
補正1億9785万９千円の一部は次のとおりです。 

口インフルエンザ予防接種助成金等 

7034万８千円 

新型コロナとインフルエンザの同時流行に備え、こ

れまで助成対象だった高齢者に加え、妊婦及び生後6

か月～小学校3年生を対象に、インフルエンザ予防接

種の自己負担額が約1,000円になるよう助成します。 

口小学校・中学校 ICT活用教育推進事業 

小学校3129万9千円 中学校1523万円 

GIGAスクール構想に基づく、児童生徒用タブレッ 

ト（6月議会補正予算…3億6526万5千円 7月議会

で財産の取得…3億5714万8千円 落札率97.8％）

の追加購入、付属品（キャリーケース、タッチペン等）

購入費や修繕費、保守点検業務委託料等です。  
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✿
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
相
談
を
✿ 

日
本
共
産
党 

無
料
法
律
相
談 

毎
月
第
２
日
曜 

午
後
４
時
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９月議会報告 
９月８～25日 

新
は
つ
か
い
ち 

12
月
定
例
会
は
、
12
月
１
日
（
火
）
開
会
予
定
で
す
。
本
会
議
・
委
員
会
・
議
員
全
員
協
議
会
が
傍
聴

で
き
ま
す
。
本
会
議
は
廿
日
市
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

大畑美紀議員 

主なもの 

条例改正 

 
広島市では今年度の一般競争入札7回のうち、6回

は応札が１社だけ、残り1回は事実上の単独入札。落

札率はいずれも99.9％。広島県では７月以降の一般競

争入札で落札率100％が１回（中国新聞報道） 

前回の新はつかいち（6月議会・７月臨時会報告）

でお知らせしたように、廿日市市では、児童生徒用タ

ブレット購入のための入札に予定していたOA機器業

者10社中９社が辞退し、応札したのは(株)ソルコム

のみでした。１社のみだったことについて、市は「期

間内に送るか持参するので、何社参加かわからない中

での入札であり、競争原理が働かないわけではない。

市が指定した機種に強い業者が応札したのではない

か。」と答弁しています。(株)ソルコムも立ち入り検

査を受けており、報道によれば同社は「検査に全面的

に協力する」とコメントしています。 

10 月の決算委員会で委員の「今後、指名停止にな

ることも考えられるが、タブレット配備への影響はど

うか」との質疑に、市教委は「広島県と広島市の契約

に関して立ち入り検査があったことに驚いているが、

本市は関係がない。本市の契約は終わっており、遅滞

なく配備できると考えている」と答弁しました。 

 

一般会計補正予算 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
に
関
す
る
要
望
書
（
要
旨
） 

・
医
療
機
関
へ
の
財
政
支
援 

を 

・
人
の
接
触
が
避
け
ら
れ
な
い
職

場
の
関
係
者
や
妊
婦
等
へ
、
行
政

の
責
任
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を 

 

・
国
に
保
健
所
の
設
置
増
や
感
染

症
対
策
の
強
化
を
求
め
る
こ
と 

 

・
教
員
の
加
配
を
国
に
求
め
、
廿

日
市
市
独
自
の
支
援
も 

 

・
学
校
体
育
館
に
空
調
設
備
を
導

入
し
、
す
べ
て
の
避
難
所
で
感
染

症
防
止
対
策
を 

 
 
 

他 
 

コ
ロ
ナ
対
策 

松
本
市
長
に
申
し
入
れ 

９
月
２
日 

大
畑
市
議 

広島県・広島市発注の学校用コンピューター機器 

入札談合の疑い 14社を公取委が立ち入り検査 

 

 

９
月
８
日
、
大
畑
市
議

と
大
平
よ
し
の
ぶ
前
衆

院
議
員
は
宮
島
観
光
協

会
を
訪
問
。
上
野
隆
一
郎 

専
務
理
事
と
懇
談
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
や
対

策
な
ど
の
現
状
や
要
望

を
聞
き
ま
し
た
。 

宮
島
観
光
協
会
と
懇
談 

宮島まちづくり交流センター
設置及び管理条例 

 

宮島まちづくり 
交流センター 
来年４月開館 

観
光
交
流
や
生
涯
学
習

の
場
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

集
会
室
・
和
室
・
調
理
室
・

工
作
室
・
ホ
ー
ル
・
ス
テ

ー
ジ
等
が
あ
り
、
２
０
２

１
年
４
月
開
館
予
定
で
、

利
用
予
約
は
10
月
か
ら

で
き
ま
す
。
利
用
料
は
他

の
市
民
セ
ン
タ
ー
と
同
規

準
で
、
営
利
目
的
の
場
合

は
４
倍
で
す
。
杉
之
浦
集

会
所
は
ま
ち
づ
く
り
交
流

セ
ン
タ
ー
の
分
館
と
位
置

づ
け
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
施
設
に
関
し
て
市

は
愛
称
…
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ

ツ
（
命
名
権
）
パ
ー
ト
ナ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
大
畑

市
議
は
「
世
界
遺
産
の
島
の

公
共
施
設
を
、
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
で
企
業
の
宣
伝
に
使

う
こ
と
は
慎
重
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
」
と
質
疑
。
市
は

「
宮
島
に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称

に
な
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。 

  

議
員
発
議 

宮
島
法
定
外
税
調
査
特
別
委
員

会
設
置
（案
） 

否
決 

宮
島
法
定
外
税
（
仮
称
宮
島
訪
問
税
）

導
入
に
伴
う
制
度
設
計
の
調
査
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
特
別
委
員
会
を
設

置
す
る
発
議
が
提
案
さ
れ
（
発
議
者 

山
田
武
豊
議
員 

賛
成
者 

田
中
憲

次
・
高
橋
み
さ
子
議
員
）、
賛
成
１３ 

反

対
１３
で
同
数
と
な
り
、
議
長
が
否
決
と

決
定
し
ま
し
た
。（
地
方
自
治
法
１
１
６
条

第
１
項
…
可
否
同
数
の
時
は
議
長
の
決
す

る
と
こ
ろ
に
よ
る
） 

大
畑
市
議
は
発
議
に
賛
成
し
ま
し
た
。 

議
員
発
議 

意
見
書 

 

２
件
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

「
医
療
機
関
へ
の
緊
急
財
政
措
置
を
求
め

る
意
見
書
」 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し

地
方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」 



 

大
畑 

本
市
内
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
の
現
状
は
。 

 

答
弁 

三
次
（
み
つ
ぎ
）
山
地
区
は

令
和
元
年
10
月
に
工
事
完
了
、
同
年

11
月
１
日
か
ら
運
転
開
始
。
野
貝
原

地
区
は
、
造
成
・
パ
ネ
ル
工
事
は
完

了
、
現
在
、
緑
化
等
の
法
面
保
護
工

事
施
工
中
。
完
了
は
令
和
２
年
10
月

末
予
定
。
嵐
谷
地
区
は
、
現
在
、
防

災
工
事
と
し
て
仮
設
沈
砂
池
の
工
事

を
行
い
、
そ
の
後
、
調
整
池
・
造
成
・

排
水
路
・
パ
ネ
ル
設
置
工
事
を
予
定
。

完
了
は
令
和
３
年
４
月
予
定
。 

 

大
畑 

農
地
転
用
に
よ
る
太
陽
光
発

電
施
設
が
増
え
て
い
る
状
況
を
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。
生
活
の
安
心
が
損

な
わ
れ
て
い
る
例
も
多
く
、
関
係
住

民
と
の
協
議
、
生
活
の
場
と
の
距
離
、

緩
衝
緑
地
の
確
保
、
パ
ネ
ル
角
度
の

調
整
、
日
常
的
な
管
理
、
適
切
な
廃

棄
・
処
理
ル
ー
ル
等
、
市
で
指
導
・

誘
導
で
き
る
よ
う
条
例
制
定
を
。 

 

答
弁 

農
水
省
が
Ｈ
24
年
に
第
２

種
・
第
３
種
農
地
の
太
陽
光
発
電
設

備
へ
の
転
用
を
可
能
と
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、
農
業
委
員
会
は
法
や

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
適
正
に
許

可
処
分
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
転
用

後
は
農
地
法
の
規
制
は
及
ば
な
い

が
、
地
域
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、
現

場
確
認
し
、
周
辺
の
農
地
を
守
る
べ

く
努
力
し
て
い
る
。
独
自
の
条
例
は

考
え
て
い
な
い
。 

高
い
理
科
室
に
気
化
式
冷
風
機
を
各
校

２
台
ず
つ
配
備
、
要
望
の
あ
っ
た
学
校

に
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
設
置
。
特
別
教

室
の
空
調
整
備
は
需
要
な
課
題
で
あ

り
、
国
の
学
校
施
設
改
善
交
付
金
も
活

用
し
早
期
事
業
化
に
取
り
組
み
た
い
。 

大
畑 

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
適
切
な
活

用
に
関
し
て
教
員
・
児
童
生
徒
に

対
す
る
支
援
の
方
針
は
。 

答
弁 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
メ
ー
カ
ー

か
ら
の
専
門
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

に
よ
る
教
職
員
対
象
の
訪
問
研
修
、
各

校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
推
進
リ
ー
ダ

ー
対
象
の
集
合
研
修
を
行
う
。
９
月
か

ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
１
名
増
員
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
指
導
員
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
支
援
員
と
合

わ
せ
て
３
人
で
各
校
を
巡
回
サ
ポ
ー

ト
す
る
。
さ
ら
に
次
年
度
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指

導
員
の
拡
充
を
検
討
し
て
い
る
。 

大
畑 

教
室
で
身
体
的
距
離
を
と

り
、
か
つ
す
べ
て
の
子
ど
も
に
目
を

行
き
届
か
せ
る
た
め
に
は
、少
人
数

学
級
編
成
が
必
要
。
20
人
学
級
実

現
を
国
に
求
め
、
今
す
ぐ
副
担
任
な

ど
の
加
配
を
す
べ
き
で
あ
る
。
国
・

県
の
支
援
が
あ
る
ま
で
は
、市
独
自

に
支
援
員
増
員
を
。 

答
弁 

少
人
数
学
級
等
教
職
員
定
数

の
改
善
は
大
変
重
要
で
あ
り
、
市
長

会
、都
市
教
育
長
会
等
を
通
じ
て
引
き

続
き
粘
り
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

令
和
２
年
度
は「
子
ど
も
つ
な
が
り
支

援
員
」
を
１
２
５
名
分
予
算
措
置
し
、

随
時
配
置
を
進
め
て
い
る
。今
後
も
必

要
な
人
的
配
置
を
行
い
教
職
員
の
負

担
軽
減
に
努
め
た
い
。 

 

大
畑 

特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。 

答
弁 

当
面
の
対
策
と
し
て
利
用
率
の

学
び
の
保
障
と
教
育
現
場
の
負
担
軽
減
を 

自
然
・
生
活
環
境
へ
の
配
慮
を 

学
校
に
お
け
る
新
し
い
生
活
様
式 

太
陽
光
発
電
施
設 

大
畑 
吉
和
地
域
を
含
む
広
範
囲

に
計
画
中
の
風
力
発
電
（
仮
称
）
西

広
島
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
事
業

は
、
国
内
最
大
級
と
さ
れ
（
出
力
15

万
４
８
０
０
kw 

風
車
36
機
）、
環

境
や
健
康
へ
の
悪
影
響
が
予
想
さ

れ
る
。
関
係
市
町
の
首
長
及
び
県
知

事
か
ら
、
環
境
影
響
評
価
配
慮
書
に

対
し
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
懸

念
事
項
は
あ
ま
り
に
も
多
く
、
そ
れ

ら
が
解
決
で
き
る
保
証
は
得
ら
れ

な
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
中
止
を

求
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。 

答
弁 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
本
市
の
環
境
基
本
計
画
で
も

導
入
推
進
を
基
本
的
施
策
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
大
規
模
な
発
電

設
備
は
環
境
や
景
観
等
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
事
業
者
が

作
成
す
る
環
境
影
響
評
価
方
法

書
、
準
備
書
の
内
容
を
十
分
に
精

査
し
、
環
境
影
響
を
回
避
又
は
十

分
低
減
で
き
な
い
場
合
は
計
画
見

直
し
を
求
め
る
な
ど
必
要
な
意
見

を
述
べ
、
適
正
な
事
業
実
施
を
働

き
か
け
た
い
。 

 

環
境
や
健
康
へ
の
悪
影
響
を
懸
念 

特別教室のエアコン設置率 
小学校３９，４％、 
中学校２４．７％  
全授業時間中の特別教室
の授業時間 
小学校約 26％ 
中学校約 30％ 

 
太陽光パネル設置による 

農地転用 
（農業委員会が許可） 
平成24年度～今年度7月 
179 件 325,336,08 ㎡ 

上記のうち佐伯地域 
155 件 304,165,38 ㎡ 

大
畑 

人
と
の
接
触
が
避
け
ら
れ

な
い
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
保
育
・

教
育
等
の
関
係
者
や
妊
婦
に
対
し

行
政
の
責
任
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
。 

答
弁 

県
は
、
妊
婦
に
対
し
て
、
分

娩
前
２
週
間
以
内
の
希
望
者
に
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
。
国
は
今
後
、
感
染

者
の
多
発
地
域
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

地
域
の
医
療
機
関
や
高
齢
者
施
設

等
の
関
係
者
に
対
す
る
検
査
、
一
定

の
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方

が
本
人
の
希
望
に
よ
り
検
査
を
行

う
場
合
の
支
援
な
ど
の
仕
組
み
を
設

け
る
。
国
・
県
の
動
向
等
を
踏
ま
え

市
の
役
割
や
対
応
を
検
討
し
た
い
。 

大
畑 

医
療
機
関
の
協
力
を
得

て
発
熱
外
来
を
市
独
自
に
設
置

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
対
象
を
広
げ
ら
れ
な
い
か
。 

答
弁 

発
熱
外
来
は
医
師
会
の
協
力

が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
医
師
会
と

と
も
に
必
要
性
や
実
現
性
を
考
え
た

い
。
検
査
拡
充
と
し
て
は
廿
日
市
市

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た

ほ
か
、
県
内
で
は
唾
液
検
査
の
普
及

を
図
っ
て
お
り
、
協
力
機
関
で
順
次

検
査
が
開
始
さ
れ
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風力発電は「自然」だから良い？ 
‣風まかせで不安定…風速 12ｍ以上（傘が差しにくいく

らいの強風）でないと発電できず、風速が約25ｍになると

自動停止。‣騒音、低周波音・超低周波音による健康被害 

▸日中は影・夜間は照明の光で体調不良 ‣生態系の破

壊、貴重な動植物の損傷（鳥類の減少・死滅、クマ、イノシ

シ、サルなどが凶暴化して里に出没） ‣水脈への影響 ▸

景観悪化 ▸工事中や稼働後の振動で土砂災害 等 

市長意見では近隣住民や環境への影響について懸念

が示されています。環境影響評価は、「配慮書」→「方法

書」→「準備書」と進み、その都度、関係自治体の首長が

意見を提出します。 

 
 

吉和では もみのき森林公園の近くが予定地 
２,４㎞の場所に吉和診療所があります。 

 
出力 1,000ｋＷ以上のメ

ガソーラーは廿日市市
内、５月末時点で６カ所稼
働中。運転開始前は野貝
原、嵐谷（大野）、鴉ヶ岡
（からすがおか…大野渡ノ
瀬地区）の3カ所です。 
固定価格買取制度に

よる、様々な優遇策があ
り、建設するだけで利益
になるともいわれます
が、住民合意がない建設
は問題です。 

大畑美紀議員の一般質問 新はつかいち  
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